
令和４年度用『高校美術』教科書 訂正のお願い

令和４年11月

　令和４年に供給いたしました教科書に，以下の訂正がございます。生徒の皆様，先生方にご迷惑をお

かけいたしましたこと，深くお詫び申し上げます。訂正を施した教科書は，令和５年度より供給させてい

ただきます。

　先生方におかれましては，訂正内容をご確認のうえご指導いただきますよう，謹んでお願い申し上げます。
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火焔土器と土偶
　縄文時代につくられた縄文土器は、その名の通り、表
面に「縄」の目を押し当てた文様が特徴。草創期はシンプ
ルな造形であったが、中期になると実用の範

はん

疇
ちゅう

を超えた
装飾性が現れた。中でも新潟県笹山遺跡から出土した火

か

焔
えん

土器は、燃え上がる炎を想起させる力強いフォルムで、
ここに日本美術の装飾性のルーツを見るものも多い。中
期以降の土器には人体や人面が貼り付けられたものが現
れ、貯蔵物を守る呪術的役割があるとされる。主に人の形
を抽象形体で表した土偶もまた、命の尊さや霊的存在へ
の祈りをテーマとしているが、そのユニークで愛くるしい形
は、造形の普遍性を今に伝えてくれる。

平安時代の美術 
　最

さい

澄
ちょう

や空
くうかい

海らにより唐から密
みっ

教
きょう

が伝わると、美術もまた
密教の影響を色濃く受ける。密教の世界観を表した両

りょう

界
かい

曼
まん

荼
だ ら

羅や、一
いちぼくづくり

木造による神秘的で誇張された仏像がつく
りだされた。しかし、唐の衰退とともに遣唐使が停止され
ると、日本の自然に根ざした情緒豊かな国風文化が栄え
るようになる。かな文字による女性文学や寝

しんでんづくり

殿造による建
築、絵画では日本的な主題を扱うやまと絵や、宮廷の物
語や寺社のおこりなどを題材にした絵巻物が盛んにつくら
れた。平安末期の相次ぐ天災や疫病、飢

き

饉
きん

や戦乱などは
末法思想と重なり、浄土信仰が根づく。平

びょうどういん

等院鳳
ほうおうどう

凰堂は
極
ごくらくじょうど

楽浄土を表した優美な阿
あ

弥
み

陀
だ

堂である。

仏教美術と水墨画
　貴族に代わり武士による統治が始まった鎌倉時代には、
力強く写実性の高い美術品が好まれた。中国大陸との通
交も復活し、宋から禅宗文化や新しい建築様式が流入。
彫刻では金

こんごう

剛力
りき

士
し

立
りゅう

像
ぞう

など多くの傑作を生み、慶
けい

派
は

仏師
を率いた運

うんけい

慶を、絵巻では武者や戦乱の様を迫真的に描
いた平

へい

治
じ

物
ものがたり

語絵
え

巻
まき

を挙げたい。室町時代になると、頂
ちん

相
ぞう

と呼ばれる禅僧の肖像画や、僧による詩文と画が一体に
なった瓢

ひょうねん

鮎図
ず

のような水墨画が誕生。禅修行のかたわら
明で水墨画を学んだ雪

せっしゅう とうよう

舟等楊は、模倣を脱した日本的な
画風を確立した。建築では慈

じ

照
しょう

寺
じ

の銀
ぎんかく

閣や龍
りょうあん

安寺
じ

石庭
の枯

かれ

山
さん

水
すい

など、禅宗文化の多様な展開が見られる。

桃山時代の美術 
　下剋上による戦乱の時代に入ると、富と権力は新たな
政治の覇者の下に集まり、大規模建築や絢

けんらん

爛豪華な美術
品が現れるようになった。失われた安

あ

土
づち

城
じょう

や聚
じゅらく

楽第
だい

の遺
構に、気

き

宇
う

壮大な建築の名残りを感じることができる。富
を得た町衆も文化の担い手となった。堺の商人千

せんの

利
り

休
きゅう

は、
楽
らく

焼
やき

や志
し の

野焼
やき

など飾り気のない道具や、質素で野性味の
ある茶室による侘

わび

茶
ちゃ

を体系化し、絢爛豪華な価値観を揺
るがした。絵画では狩

か

野
のう

永
えいとく

徳の唐
から

獅
じ

子
し

図
ず

屏
びょうぶ

風、長
は

谷
せ

川
がわ

等
とう

伯
はく

の松
しょう

林
りん

図
ず

屏
びょうぶ

風など、屏風絵や障壁画の傑作がつくられ
た一方で、スペインやポルトガルとの交易から、油絵をま
ねた南蛮屏風など創意に富んだ作品も多く生まれた。

日本の美術史

火
か

焔
えん

土器（重要文化財）

［土／高さ32.5cm］

縄文時代中期

長岡市立科学博物館蔵［新潟県］

平
びょう

等
どう

院
いん

鳳
ほうおうどう

凰堂（世界遺産・国宝）

［中堂平面14.24×11.82m］1053

［京都府］

胎
たい

蔵
ぞう

界
かい

曼
まん

荼
だ

羅
ら

図
ず

（国宝）

［絹本着色／183.6×164.2cm］900頃

教
きょうおう

王護
ご

国
こく

寺
じ

蔵［京都府］

土偶
（縄文のビーナス）（国宝）

［土／高さ27cm］

縄文時代中期

尖
とがりいし

石遺跡縄文考古館蔵［長野県］

平
へい

治
じ

物
ものがたり

語絵
え

巻
まき

   三
さんじょう

条殿
どの

夜
よ

討
うちの

巻
まき

（部分）

［紙本着色／縦41.3cm］13世紀後半

ボストン美術館蔵［アメリカ］

龍
りょうあん

安寺
じ

石庭（世界遺産）

［幅25m 奥行き10m］1450頃

［京都府］
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